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研究要旨 

 

こども虐待の発生予防、早期発見・早期対応を行うために保健師、助産師が

行っているこども虐待ボーダーライン事例に対する支援スキルを「見える化」

するために平成 28 年度は 1）助産師が行う特定妊婦、産婦等の支援内容を明ら

かにすること、2）平成 26～27 年度に得られた研究成果を研究成果報告会、事

例集、ホームページで公表し保健師等の支援技術向上に役立てること、を目的

とした。 

平成 28 年度は助産師 6 名に半構造化面接調査を行い、平成 27 年度の保健師

面接調査と合わせて保健師・助産師等の支援実践を明らかにし支援スキルを分

析した。支援場所、支援期間が異なる保健師と助産師のそれぞれの支援の特徴

が明らかになった。また、平成 26 年度に行った横断調査結果についても分析を

行い保健師等が実施している支援スキルが明らかになった。 

研究成果報告会は 4 道県 5 か所で実施し、207 名の保健師等の参加を得た。

また、平成 27～28 年度に保健師 34 名、助産師 6 名から聞き取った合計 80 の

こども虐待ボーダーライン事例の中から保健師、助産師の支援の特徴が表れて

いる事例を選定し、支援内容を記載した事例集を作成した。さらに保健師等の

専門職がこども虐待ボーダーライン事例支援に役立てることができるようにホ

ームページを作成し研究成果の紹介、事例の紹介をインターネットで公表した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 研究目的 

私たちが平成 23 年度に行った調査研究

から行政機関の保健師等が支援する母子事

例は、こどもの側の問題よりも母親の側に

問題を抱えている支援困難事例であること

や保健師等は育児困難事例の母親に家庭訪

問により手取り足取り育児支援を行ってい

ることが明らかになった 1-2）。こども虐待支

援の取り組みの一つは世代間連鎖を断ちき

ることだ 3）と言われているように、育児困

難事例の母親を支援することは次世代のこ

どもの虐待を予防することにつながる。し

かし、被虐待歴のある親がかかえる子育て

の困難さ、経済的基盤が不安定な中での育

児など問題が複雑化している 4）。そのため

母子保健に関わる保健師等に期待される支

援技術はより高度になり、専門的な知識技

術の習得と関係者相互の連携が不可欠にな

ってきた。 

そこで、こども虐待の発生予防、早期発

見・早期対応を行うために保健師等が行っ

ているこども虐待ボーダーライン事例に対

する支援の現状を明らかにし、育児困難事

例として保健師、助産師等が支援している

事例を収集し母親に対する支援の過程を

「見える化」した。 

平成 28 年度は、助産師が行う特定妊婦、

産婦等の支援内容を明らかにするとともに

平成 26 年、27 年に得られた研究成果を事

例集、ホームページ等で公表し、保健師等の

支援技術向上に役立てることを目的とした。 

 

 

B 研究方法 

1.用語の定義 

1）こども虐待 

 本研究では児童虐待の防止等に関する法

律の児童虐待の定義を参考に、こども虐待

を「未成年者に対する保護義務者による虐

待で、身体的・心理的・性的・ネグレクトの
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すべてを含む」とする。 

 また、本研究の調査対象となる行政機関

の保健師等がかかわる児童虐待の事例は妊

娠中、新生児期、乳児期、幼児期が多数をし

めるため本研究では「こども虐待」と表現す

る。 

2）こども虐待ボーダーライン事例 

本研究のこども虐待ボーダーライン事例

とは「保健師等が母子保健活動を展開する

中で子育てに問題があると気づき継続支援

を行っている事例」とした。こども虐待かど

うか判断を迷いつつ支援を継続している事

例等であり支援開始時に明らかな虐待事例

は含まない。 

 

2.研究方法 

1）助産師への事例聞き取り調査 

助産師に半構造化面接によるインタビュ

ー調査を実施した。 

(1) 調査対象者への協力依頼 

調査対象者への協力依頼は、地域の状況

を把握している研究協力者、大学教員等か

ら調査対象候補となる医療機関の紹介を受

けた。各対象候補機関に協力を依頼し、調査

協力者の紹介を受けた。調査対象機関及び

調査協力者に調査実施の承諾を得たのちに

調査を行った。 

(2) 調査対象者 

助産師経験が５年以上でこども虐待事例

(含む疑い)支援経験が５事例以上ある助産

師から各 2 事例の聞き取り調査を行った。

調査対象者は２県４医療機関の助産師６名

であった。 

(3) 調査時期 

調査は平成 28 年 5 月から 8 月に行った。 

(4)調査方法 

調査内容は、事例の概要、支援の経過、関

わった関係者・関係機関、助産師等が行った

支援、気になった場面の具体的状況、事例提

供者の基本属性等であった。インタビュー

内容はフィールドノートに記録するととも

に対象者の了解を得て IC レコーダーに録

音し、逐語録を作成した。 

(5) 分析方法 

フィールドノートと逐語録を用いて事例

の記述統計と質的帰納的分析を行った。 

(6) 倫理的配慮 

倫理的配慮は対象者に研究目的、方法、研

究参加の自由、回答を拒否する権利がある

こと、回答が困難な質問には回答しなくて

もよいこと、面接を途中で断ってもよいこ

となどを面接調査前に口頭と文書で説明し、

対象者が自己意思に基づいて研究協力を判

断するための情報を提供した。本研究者と

面接調査対象者の間には利益相反関係は存

在しないこと、面接調査はインタビューガ

イドに沿って行い，必要な時間は１事例に

つき 60 分程度であるため、対象者への負担

は常識の範囲内であったと考えられる。 

インタビュー内容を録音することについ

ては､対象者から事前に許可を得て実施し

た。文字化したデータから個人が特定され

ることがないようにプライバシー保護には

十分配慮し、データは ID で管理した。デー

タは鍵のかかる場所に保管した。 

 なお、本調査は島根大学医学部の倫理審

査委員会の承認(第 245 号)後に実施した。 

 

2）研究成果の公表 

平成 26 年～28 年度の研究成果を公表す

るために保健師等を対象とした研究成果報

告会、保健師、助産師が支援した事例の事例

集作成、研究成果を紹介するホームページ

作成を行った。 

 

 



C 研究結果 

1.助産師面接調査の結果 

1）対象者の特徴 

助産師 6 名の平均勤務年数は 22.5 年、平

均年齢は 49 歳であった。今までのこども虐

待事例支援数は 100 事例以上から 10 事例

であった。平成 26 年度のこども虐待ボーダ

ーライン事例の支援経験数は 30～50 事例

であった(表 1)。 

2）助産師等の支援 

助産師が支援する事例は福祉事務所や市

町村からの依頼、未婚妊娠、若年妊娠、貧困

等の特定妊婦事例が多かった。助産師の支

援機会は妊婦健診、出産、産後 1 か月健診

であり、支援期間は数日から数か月程度の

短期間の支援であった。妊婦健診を定期的

に受診しないケースについては依頼を受け

た機関と連携し、妊婦健診を促していた。助

産師は出産入院中は 24 時間体制で母子の

健康管理、児の養育支援を行いつつ親によ

る子育ての問題を掴んでいた。出産後、地域

に戻る事例の場合は医療機関から地域の担

当保健師に支援継続の依頼が電話や文書で

行われていた。助産師から情報提供を行い、

出産入院中に地域の保健師が来院し母親と

顔を合わせる機会を作っている助産師もい

た。母親の育児支援のために医療機関の助

産師が出産後に家庭訪問指導を行っている

事例もあった。 

退院後の子育てに問題がある事例につい

ては児が安全に養育されるかどうかを医療

機関、児童相談所、市町村の保健師、関係機

関が協議を行い、こどもの安全を第一に児

の退院先を判断していた。家庭での養育が

困難と判断されこどもが出産後施設入所に

なる事例もあった。 

 

2. 成果報告会 

成果報告会の開催状況は表 2 のとおりで

ある。平成 26 年度、27 年度の調査研究で

得られた知見を、調査協力をいただいた地

域 5 道県の 6 か所で保健師等を対象に研究

成果報告会を開催し、207 人の保健師等の

参加が得られた。参加者から「なんとなく気

になっていることがデータで示されていた」

「他の保健師が行っている支援を知ること

ができた」などの感想が得られ、参加者のほ

とんどが研究成果が役に立つと回答した。 

 

3. ホームページおよび事例集の作成 

図 1 のホームページを作成した。保健師

等が研究成果を活用できるように学会等で

発表した研究成果をホームページで公開し

た。 

 

4.事例集の作成 

平成 27～28 年度に保健師 34 名、助産師

6名から面接調査で聞き取った 80事例から

支援の特徴が表れている事例を選定し事例

集を作成した。事例にタイトルをつけ、保健

師、助産師の支援に対する考え、実施した支

援内容、関係機関との連携について他の支

援者が役立てることができるようにまとめ

た。 

事例のタイトルには「読み書きが苦手な

母親」「離婚後に経済的な問題を抱えながら

の子育て」「保健師総出で産後支援」「パート

ナーからの DV が疑わしい統合失調症の母

親」「多くの関係機関と連携して支援した事

例」などがあった。支援を行っている保健

師、助産師の困難や支援の工夫が示された。 

 

 

D 考察 

こども虐待の背景には養育者である母親

の生活や健康問題が存在する 5）と報告され



ているように、本研究の保健師、助産師は経

済的困窮、精神疾患、知的障害、被虐待によ

り生活や健康に問題を抱える母親への支援

を行っていた。 

保健師等が支援するネグレクト事例は、

発達の遅れや発達障害などこどもの側に問

題がある場合もあるがむしろ親の側に精神

的疾患未治療や治療中断、知的レベルの低

下(読み書きや計算ができない)による生活

問題が根底にあり、経済的な苦境、生活が昼

夜逆転、不衛生などの健康の問題が生じて

いると考えられる。こども達はこのような

家庭環境のもとで、生活リズム、食事、コミ

ュニケーション力などの生活に必要な能力

を十分に身につけることが困難であると考

えられる。 

保健師等による母親への育児支援はこど

も虐待予防にかかわる支援であると同時に

母親の健康問題の改善を目指す支援にもな

っていると考えられる。小林 3）が再発予防・

発生予防・世代間連鎖予防をする支援は制

度的にも技術的にもまだまだ取り組めてい

ないと述べているように支援体制は構築途

上にあると考えられる。 

親の虐待をこども世代に連鎖させない支

援体制を構築するためには「児童虐待防止

法」を中心とした制度のより一層の充実に

加えて親の生活苦を軽減できる社会資源や

制度と制度の隙間を埋める包括的な支援が

必要であると考える。 

 

 

E 結論 

1.助産師は支援するこども虐待ボーダーラ

イン事例を妊娠出産の短いが濃厚な支援期

間中に把握していた。 

2. 助産師はこども虐待ボーダーライン事

例を市町村等の関係機関からの依頼と妊婦

健診、出産時の母子関係からアセスメント

し必要時児童相談所に通告し地域に引き継

いでいた。 

3.成果報告会に参加した保健師等は研究成

果がこども虐待ボーダーライン事例の支援

に役立つと評価した。 
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表 1 聞き取り(半構造化面接)調査対象者の特徴 

 
 

保健師 N=34 助産師 N=6 

平均年齢 41.2 歳 49.2 歳 

平均勤務年数 17.0 年 25.5 年 

今までのこども虐待ボーダーライン事例

の平均支援経験事例数 

125 件 30 件 

1 年間の支援経

験事例数 

中央値 5 件 10 件 

最小 0 0 

最大 435 件 60 件 

支援期間 平均支援期間 3 年 2 か月 

最大 6 年 6 か月 

最小 8 カ月 6 日 

支援頻度の多いこども虐待の種類 ネグレクト ネグレクト 

 

 

 

 

表 2 研究成果報告会実施状況 

 実施時期 実施場所 参加者数 

1 平成 28 年 9 月 25 日(日) 福岡県(福岡市) 30 名 

2 平成 28 年 12 月 20 日(火) 島根県(松江市) 20 名 

3 平成 28 年 12 月 27 日(火) 沖縄県(西原町) 45 名 

4 平成 29 年 1 月 10 日(火) 島根県(益田市) 17 名 

5 平成 29 年 1 月 22 日(日) 宮城県(仙台市) 70 名 

6 平成 29 年 2 月 2 日(木) 北海道(札幌市) 25 名 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果報告会の様子 
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図 1 作成したホームページ 

 


